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昭島市国民健康保険における医療費にかかる新型コロナウイルス感染症の影響 

 

 本市の国民健康保険においては、被保険者数は減少し続けているものの、国保被保険者の年齢層の上昇や

医療の高度化等により、年々医療費が伸びている傾向にあります。 

しかし、今年度の本市の国民健康保険における医療費の推移を確認すると、緊急事態宣言が発令された４月

から５月にかけては、医療費が大幅に減少しました。緊急事態宣言の解除後は、例年同等の水準まで医療費が

上昇したものの、新型コロナウイルス感染者数が再び増加傾向となった１１月には医療費も再び大幅に減少し

ました。 

 また、医療費全体に占める各月の疾病割合については、慢性腎臓病、糖尿病、統合失調症、高血圧症、がん

といった疾病が上位であり、感染症拡大前後を比較しても変化はそれほど見られませんでした。よって、被保険

者全体では外出自粛や感染予防のため、一定の受診行動の抑制が働いていると思われますが、定期的な受診

や治療を必要とする方は受診されていたことが推測されます。 

しかし、感染症発生動向などからも令和３年度も医療費はコロナ禍に伴う社会状況に影響をうけることが予測

されることから、引き続き医療費分析により被保険者の受診状況を精査するとともに、治療の必要な方がしっか

りと治療につながり、疾病の重症化などが生じないように、保健事業を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


